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1949年10月 1 日に中国革命の勝利の結果として樹立された中華

人民共和国は、 中国大陸本土のみで面積956万1,000平方キロメー

トル、人口 約11億7,000万（国家統計局発表、1991年現在） を有し、

GNP総額は推計4,095億米ドル、一人当りGNPは約350米ドル

日本との貿易総額は1991年に290億米ドルに達し、と推計される。

日本の直接投資残高は1991年末現在で約33億米ドル。 なお、台湾

（中華民国） は面積 3 万6,190平方キロメートル、人口 約2,000万、

一人当りGNPは約1 万米ドル、 香港は面積1,067 平方キロメー

トル、 人口 約600万、 一人当りGNPは約1 万2,500米ドルに遥し

ていて、 国民の豊かさという点での中国大陸との経済的格差はき

わめて大きし、。

� 最新の動向

中国は現在、 中国共産党の実質的な一党独裁体制のもとで、 最

高実力者、郷小平（1992年 現在満87歳）の指導下にあり、また同

こ うした中での1989年時にポスト郵小平時代への移行期にある。

6 月 4日の天安門「血の日曜日J事件は、内外に深刻な街盤を与

えた。 そして、こ の事件を悲劇的な代償として、東欧をはじめと

する社会主義世界が歴史的な解体過程に入り、91年夏の「ソ連政
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変J、 さらに同年末のソ連邦解体に至った。 これらは中国当局の

強硬な政治姿勢をさらに固めさせ、 依然として圏内は民主化抑圧

の強権体制下にあるo

1978年1 2月の中国共産党三中全会（第11 期）以来、郵小平指導

下でスタートした「改革・開放J路線は、91年1 1月下旬の中国共

産党人中全会（第13期） で、保守派の根強い批判や抵抗に遭った。

改革派と保守派との党内闘争・路線闘争は、92年秋に開催された

第14回党大会に向けて、重大な展開をみせてきたが、郵小平は92

年1月下旬から2月上旬にかけて、 深りII・珠海の経済特別区を中

心に、いわゆる南 方視察に出かけ、 自ら改革・開放を鼓舞して、

重要講話を発表した。 それによると、 中国の当面の国家目標は、

改革・開放の遂行であり、同時に4 つの基本原則 （社会主義の道、

人民民主主義独裁、中国共産党の指導、 マルクス・レーユン主義

と毛沢東思想の堅持）であることが強調されている。

対外的には、世界戦略の新しい構築を求めている中国は、92年

8 月に韓国とも国交を樹立す る など、近隣諸国への積極的な外交

を展開しているa また、 第三世界を中心に、広範に武器を提供も

しくは売却することにより、その影響力を拡大しようとしている。

さ らに、 アジア・太平洋地践に対しては、 1992年春の領海法改正

以来、南沙 （スプラトリー）諸島を始めとして、南 シナ海域や尖

閣・沖縄海域への軍事的な影響力を拡大することによづてソ連崩

壊後の米国の「単独覇権J に対抗しようという意図もみえ始めて

いる。
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1. 中国共産党

中国共産党は社会主義建設を担うべき中華 人民共和国の指導政

党であ る が、 建国後は常に権力闘争に揺れ動き、 近年では信頼感

が薄らいできている。 党員は一時約6,400 万人を擁したが、 整党

運動や脱党者の増大などで減少し、現在約5,0 30 万人。機関紙はf人

民日報jで発行部数約400万。

1921 年に陳独秀、李大剣らの革命的知識人が中心となり、 コミ

ンテルンの指導を受けて創立された。24年には第一次国共合作に

成功、27年には労農紅軍を創建し、31 年には解放区としての中華

ソビエト臨時共和国政府を瑞金に樹立した。 長征途上の道義会議

( 35年） で毛沢東が指導権を確立、36年の西安事件の後、抗日民

族統一戦線を結成、第二次回共合作が成った。延安を中心に基盤

を固め、 第二次大戦後の国共内戦を経て49年10月 1 日、 中華 人民

共和国を樹立した。

建国後は土地改革や社会主義改造に着手したが、50年代半ばか

ら毛沢東主導の急進的な農業集団化が始まり、58年には全国の農

村が人民公社化された。60年代後半からは「毛沢東思想j絶対化

の下で文化大革命を発動、 悲劇的な結末を招いた。

76年9 月の毛沢東の死後、 同年10月のいわゆる四人組逮捕によ

る北京政変が起こった。 その後は非毛沢東化が進み、78年12月の
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三中全会（中国共産党第 1 1Wl第 3田中央委員会総会 ）で郵小平が
華国鋒に代わって 党内主導権を確立し て 以降 、 「四 つの現代化」
を目標 と する改革 と 開欣の政策が行われてきた。 8 1年 6 月 の六中
全会では、 務国鋒の1去を継し、でがl閉すflが主席 と なり 、 「ill同以＊•
の党の若干の歴史的問 題に｜期する決議Jを採択、 毛沢東政治を全
面的に否定 した。 しかし経済の混乱 と 低迷は続き、 87年秋の第13
回党大会（全国代表大会）では社会主義初級段階論が提起 さ れ て 、
中国社会の現状は、 未発達の資本主義的要素を残す社会主義の初
級段階だと 規定せ ざるを得なくなった。党内権力闘争は継続 さ れ 、
87年 1 月 には胡耀邦総自記が民主化に加担 し た と し て 解任 さ れ
た。 89年6 月 の天安門「血の 日 限 日 」事件後には超然陽総出記を
解任、 江沢民・元上海市長が後任 と なった。

9 1年7 月 1 日は党創立70周年記念 日 であったが 、 ここI、 2 年
は党員の不正や汚職が目立ち 、 91年夏の「ソ連政変」によるソ連
共産党解体 と し 、う社会主義世界の大変動に直面 した。 部小平主母

の改革・開放の政策をめ ぐって党内対立が再び深刻化したが 、 92

年秋の第14回党大会では「社会主義市場経済」 と いう テ ーゼを操
択し、 同時に郵小平礼讃ムードが高まった。

それだけにポス ト 郡小平時代の中国共産党の命運が注 目 さ れ

る。

2. 人民解放軍

中国革命の主要な担レ手 と し ての伝統を持ち、 今 日 では中国の

国防の根幹を担って し、る人民解放軍は、 1927年 8月 1 日 （現在の

建軍記念 日 ）の南昌暴動に鋒起した革 命 勢力を起源 と し て おり 、
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当時は朱徳、 周恩来 、 賀竜 らがそのリーダーであった。 南昌暴動
は敗北したが、 これを機に労（工）股革 命軍が組織 さ れ 、 毛沢東
らの都命勢力 と 合体、 労政紅m と して 発展した。 しかし 、 蒋介石
市の包開討伐に111あって34年 10月 、 歴史的な大長征を開始 する。
以後、 紅軍は遊略戦争の戦略・戦術を特徴 と する「毛沢東J¥2l\:思
想！」によって思想的に武装さ れ、37年7 月 に日中戦争が始まる と 、
国民革命軍第八路軍．（八路軍）、 新編第 四 軍（新四 軍 ） に改編 さ
れた。 国共合作の下で抗日戦争の主要勢 力 と し て拡大 し 、 正規軍
90万、民兵220万を擁するに至って抗日戦争に勝利した。47年10月、
人民解欣Jf! と 改休 し て49年10月の中華人民共和国成立を迎 えた。
50年秋には朝鮮戦争に人民志願軍 と し て 参戦、世界に名声が広
がった。 以後、 総政治部、 総量主謀部、 総後動部か らなる国防軍 と
し て 、 静徳懐国防相の指導下、 階級制の邸入など軍の近代化を図っ
たが、 毛沢東の建寧方針 と 対立し、 彰徳懐失脚後の59年以降は林
彪国防相が寧の指導者 と なった。 林彪は66年夏に始まった文化大
革命で毛沢東の奪権闘争を全面的に支援 したが、 71年 9月に林彪
事件が起こり、 世－界を驚かせた。 90年春に引退するまで、 党 と 国
家の中央軍事委員会主席を兼ねてきた最高実力者・部小平の下で
近代化が 図 ら れ、 従来の遊撃戦兵力中心の軍の体質を転換 するた
めに、原子力潜水艦や核ミサイル開発に力が注がれている。一方、
85年には陸上兵 力 100万人が削減 さ れ、 現有戦 力は32 0万人 と 惟定
さ れる。 85年7月には従来の11 大軍区が7 大軍区に改編 さ れ、 88

年10 月 か ら は文革中に廃 止 さ れた 階級制が復活した。人民解欣軍
は「三大規律・八項注意Jを建軍のモラル と した「人民の軍隊J
と し て の伝統を誇ってきたが、 89年 6月の天安門 「血の 日 眼目J
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事件では、「人民の軍隊」が人民に発砲した。 そのう え 、 防尚昆
国家主席 （党中央軍事委第一副主席、 当時） と 実弟の陽白球総政
治部主任（同秘密長） ら楊一族が軍の中枢を独占してい る こ と が
明 らかにな る など、 人民解放軍の旧軍閥的な古い体質が路呈 さ れ
た。 と ころが、 1992年秋の中国共産党第 14回大会 と 前後して人民
解放軍内部か ら錫尚昆・楊白泳一族の影響力が排除 さ れ始め、 両
氏 と も中央軍事委のポストか ら外 さ れた。

この問 題が軍内にどのような影響を及ぼすのか大いに注目 さ れ
よう。

天安門「血の 日 曜 日 j事件以降、 中国の国防予算は再び増大し
て い る が（1990年～92年の聞に約50数パーセント増大）、 他方で
は改革・開放政策の下、 地方の利誌に結び付いた軍の企業化傾向

も 目 立つ。 注 目 さ れるのは、 人民解放軍が総参謀部装備部のl'l'.鵬
飛部長のも と 、 旧 ソ 連か ら 大型の兵器を輸入 す る 一方、 第三世界
を中心に大誌に中国製の武器を輸出して い る こ と であ る 。 旧 ソ 連
から 航空母艦を購入しよう と し て い る などの海軍力の増強 と と も
に、 外部世界の関心が高まってい る 。

3. 全国人民代表大会

全国 人民代表大会は、 中華人民共和国の立法機関であり、 憲法
第57 条では「最高の国家権力機関j と 規 定 さ れ て い る 。 地方人民
代表大会の間接選挙により選出 さ れた代表 と 在外中 国 人か ら選ば
れた代表 と でも持成さ れ、 任 期は5 年。 現在の第7WI代表の総数は
2,976名。 毎年 1 回開催。 政治活動報告、 憲法改正、 法律制定、

国家主席及び国務院総理（首相）の選出、 予算や経済計画の審議
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等がその職務。 全国 人民代表大会（全人代 と 略称）の第I 回会議
は1954年 9 月 に開催 さ れ、 中華人民共和国憲法を制定した。 文化
大革命時代の65年か ら75年のIM"lは全人代も開i世 さ れなかった。 86
年4月の掠6Wl第4 回会議では、現行の第 7 次5カ年計画を採択。
また、 89年 3 ～4 月 の第 7 J問全人代第 2 回会議では、 保守派の李
鵬首相の主部下で経済引き締め政策が数年もしくはそれ以上も継
続 さ れ る こ と と なったが、 この政策は早くも90年4 月 の第 7WJ全
人代第 3回会議で緩和せ ざ る を得なくなった。 翌91年4月の同第
4 回会議では、 改革派 と いわれる朱舘基・上海市長が副首相にな
るなど、 政治潮流の微妙な変化が投影 さ れた。 全 人代には常務委

員会主ピ始め、 民族委員会、 法律委員会などの常設の専門委員会が
あ る 。しかし党政分離によ る政治改革 と し 、う主張にもかかわ ら ず 、

全人代も結局は中国共産党一党独裁体制下の立法機関であ る こ と
に変わりはなく 、 89年5 月 の戒厳令布告 と 6 月 の天安門「血の 日
曜 日 J事件に際しても、 万里全人代常務委員長らは、 向 ら 独 自の
役割を来たせなかった。92年春の全人代第 7 期第5 回会議では、
改革・開放に消極的 と いわれる李鵬首相の政治活動報告が、 150
個所近くも修正 さ れて 可決 さ れた。

4. 人治と法治

1989年4月中旬 か ら の学生たちの民主化運動は、 中国共産党の
一党独裁体制への批判であ る と 同時に、 郵小平ワ ン マン体制にみ

ら れ る 「人治J（人による統治）に対し、「法治」（法による統治）
を求めて 高織したものであった。 中国の政治が毛沢東時代 と 基本

的に変わ らない「人治」であり、 第 一線を引退したはずの郵小平
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年紋の13 J町一中全会以米、 中国におけるすべての.. rr.要事引の決定
は郷小平同志にゆだねられているj と 発 言 、 郡小平の「人治Jが

党の俗密決議で決定 さ れてレるこ と を 明らかにした。 これは、

100万人規模の中国民衆が「郵打倒Jを叫んでいる状況下で、 学
生たちに呼応して郷小平 と 政終的に決別しよう と した却の意思を
大衆に伝えるメッセージであり、 党内の憶力闘争が民主化を求め
る大衆運動 と 結び付いた瞬間であったが、 同時に中国政治の 「人

治J の恨源を街盤的に暴・露したものでもあった。

しかし、 結局、 民主化運動は同年 6月の天安門「血の 日 間 日 J

事件で抑圧 さ れ 、 部小平の人治による支配は今 日 も統いている。

ム冨

の民－1::化＇J!.iボのf刊誌には、 部 小平の.w法tll的n臨、 つまり人的 と
レう現状への不満があった。r1.、かなる指埠告であっても、 個人
が独断専 行したり、 個人を組織の上に君臨さ せたりするこ と は許
さ れなし、」 と の党規約第16条に反する行為 と しての「人治」に対
して、学生や知識人 らは法治の要求を高らかに掲げたのであるが、
中国の市民がこのように鋭く近代的な政治意識に基づいた民主化
運動を進めたのは、建国以来、 初めてであった。 この運動を、 あ
る種の市民革命、 知識革 命 と もみなしうるゆえ んである。 そうし
た運動の盛り上がりが権力構造に前駆を与え、 強権支配それ 自体
が転覆 さ れるかもしれない と いう郷小平、 李鵬ら中国指部庖の危
機感が 、 同年5月20 日 の北京市への戒厳令布告、 さ らに「反革命
暴乱j平定のための武力弾圧 と し 、う暴挙につながっていった。

事件後の 6 月24 日 の党中央委員会 （13JUI四 中全会 ） では 、 「反
革 命暴乱j に加担した と して組依陽総古記を「反革命罪j で断罪
して解任、 江沢民新総強記を選任 した。「血の 日 服 日 Jを招来し
たこ と によって、 西側諸国は中国への経済制裁を実行し、 ソ連・
東欧諸国もお おむね中国当局に批判的であった。 東欧における中
国の “盟友” ルーマ ニ アの チ ャ ウ シ ェスク大統領は悲J�IJ的な末路
をたどり、 東独のホーネッ カ 一議長も退陣するなどの脱社会主義

と 共産党独裁体制崩壊への歴史的潮流の中で、 中国指導部の国際

1. 民主化運動と六・ 四天安門事件

1989年 6月3 日 深夜から4 日 未明にかけ、 天安門広場で強 行 さ

れた流血の悲劇は、 中圃内外に大きな衝撃を与えた。 平和的に民

主化運動を進めていた学生・市民に向け、 人民解放軍が無差別に

発砲したからである。犠牲者の正確な数字は明白ではないが、 学
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的孤立化が進 み、 最大の輸出市場である香港も激しい衝撃を受け

て動揺した。 事件の結果、 中国は人権抑圧国家だとのイメージが

国際的に広がり、 改革・開放を 唱える中国の前途には、 大きな暗

雲が立ちこめることとなり、 この事件の代価はあまりにも大き

かった。

六・四天安門 事件を 「反革命暴乱Jと規定した評価は、 1992年

秋の中国共産党第14回大会でも踏襲されたが、 いずれポスト郵小

平時代には、 この評価が逆転 するかもしれなし、。

2.少数民族問題

中華人民共和国憲法には、 すべての民族が平等であることにつ

いての規定があるが、実際には漢民族支配への少数民族の不満は

恨強、、。 旧ソ連、東欧でも民族問題が噴出しているだけに、 中国

の少数民族問題にも注目が集まっている。 ただし、 中国では人口

の約93パーセントは漢民族が占めている。 中国では、 主要な少数

民族の区域内で 自治を保障 するために 自治区を設けており、 省、

直轄市などに相当 する一級行政区となっている。内蒙古 自治区（成

立は1954年）、 新姐（しんきょう）ウィグル 自治区（同55年）、 広

西チワγ（壮） 族 自治区（同58年）、 寧夏回（ねし、かほL、） 族 自

治区（同58年）、 チベット 自治区（同65年）の5 つの 自治区があり、

その下に数多くの 自治州、 自治県がある。 しかし 自治州、 自治県

は自治以 外の他の一級行政区にも存在する。

これらの少数民族地 域の中で、 とくに注目されるチベット 自治

区と新調ウィグル 自治区について最新の動きを みて みよう。

チベットでは1988年の春と秋に、 漢民族のチベット支配に抵抗
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し、 チベット独立を求めるラマ僧ら数千人規模のチベット族の反

乱デモが起こった。 89年 3月には 1 万人規模の暴動に発展して、

首都ラサ及び周辺地区に 3月8日、 戒厳令が公布された。

チベットでは59年のチベット動乱 で、 宗教的指導者ダライ・ラ

マ14世がインドに亡命して以 来、 パンチェン・オルドニ ・チェジ

チェンツアン（パンチzン・ラマ） が指導者となった。 彼は全国

人民代表大会常務委副委員長でもあったが、 89年 1月末、 チベッ

ト自治区で急死した。 パンチェン・ラマ追悼大会が 2月上旬にラ

サで催された直後から、 チベット情勢は険悪化し、 3月上旬には

チベット動乱 30周年の大暴動となった。 中国当局は、 チベット族

に対する文革期の強圧策への 自省もあって、 ここ数年はチベット

族優遇政策を講じてきたものの、 一 方チベット 自治区への漢人の

大量移入が進 み、雇用 機会が大幅に減少 するなど、 チ．ベット族の

不満が高まっていた。 外貨収入を 図るための 「チベット観光」が

始まり、 ラマ教寺院の修復も行われたりはしたが、 半面、 ラマ教

の布教の 自由を 奪ったままチベット族政治犯を 過酷な状態に放置

しているとし、う現実があった。 つまり、 漢民族のチベット支配と

いう構造は全く変化せず、「抑圧一反乱ー抑圧jが繰り返され

ている。 このようなチベット情勢の中で、 89年度のノーベル平和

賞が同年10月、 ダライ・ラマに与えられたことは、 チベット問題

の重要性を 全世界的にクローズアップさせた。 チベットでの戒厳

令は90年5月 1 日に解除され、 91年5月にはチベット解放の和平

協定40周年を 迎えたものの、 問題の本質的な解決には至っていな

い。また、1992年秋まで中国共産党チベット 自治区第一書記であっ

た胡錦鋳が党中央政治局常務委員に抜揺されたように、 チベット

191 

‘’ 



統治に功tJ＇（をあげた党幹部が中央で昂進する と L、う政治問造も変
わっていなし 、。

一方、 広大な而前を有する新削（しん き ょう）ウィグルl’lfr；区

におけるウィグル族な どトル コ 系少数民族も漢民族の支配に反発
している。 建国後の1958年6月に起こったウィグル篠の反乱に対
し、 中国当局「地方民族主義分子Jが「東 ト ル キ ス タ ン 共和国j
建設を企図した と 非難していた90年 4月初旬に新組ウィグル自治

区で起 こった反政府運動についても、 同月23日付『新姻 日 報jは
「東 ト ルキス タ ン共和国を再興しようと したほう起である」 と 報

じた。 反政府運動は、 ト ル コ に亡命中の盲目の カ リスマ 的指母音
アイサの東 ト ルキスタ ン党に率い られている と もし、う。 中国当局
は新聞ウィグル 自治区での民族反乱の事実を公表しよう と しない
が、 同 自治区では北京が戒厳令前夜 と なった89年5月19 日 にも、
首都ウルムチで大規模な反政府暴動が生じ て 多数の犠牲者を出し
ている こ と が確認されている。 さ ら に91年7月にも カ シ ュ カ’ルで
深刻な暴動が起 こった模機である。 ウィグル族の動向は、 カ ザフ

ス タ シな どソ連崩喫後の中央 ア ジ ア の ト ルコ系住民の民旗反乱の
高まり と も迎勤し得るだけに、その将来が注目されよう。
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「毛沢東思想」と非毛沢東化

1. 「毛沢東思想J

「毛 沢東思想J と は何か。 中国革命の指邸者であり、中国共産
党主席 と し て絶大な権威を保持していた毛沢東 （1893～1976）の
革命思怨を一般に「毛沢東思；也」 と 呼ぶが、それは、社会主義建
設への理念や世界認識、 戦略・戦術に至るまで、 理論 と 実践を包
括したイデオロギーであり、「毛沢東思想Jと いうより、「毛沢東
主義」 と 表現した方がより適切であろう。「毛沢東思:11リ と いう
言葉そのものは1945 年の中国共産党七全大会で党民約に収められ
たが、58年の同八全大会ではス タ ーリン批判の影響で党規約か ら
削除された。 しかし、 文化大革命に伴う中ソ論争の高まりを背景

に、再度、 前面に押し出され、69年4丹、 中国共産党九全大会で
新たに保択された党規約の「総綱」には、「中国共産党は、 マ ル
クス主義、 レ ー ニ ン主義、 毛沢東思想を 自己の思想を部く理論的
基礎 と する」、「毛沢東思想は、 帝函主義が全而的j剖岐に向かい、
社会主義が全世界的勝利に向かう時代のマ ルクス・ レ ーユ ン主義
であるJ と 記された。「毛沢東思想Jの特徴 と して は、①民民主
体的である こ と 。 と りわけ賞品・下回中段を中心 と した土地革命

の重視、 ② 「政権は銃口か ら 生まれるJ （毛沢東） と し、った軍事
思想 と 、 遊撃戦中心の戦略・戦術の展開、＠中国革命の経験を重

視するナ ショナリズム、 があげ られよう。「毛沢東思想」は現在
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も党規約に定められ、 4 つの基本原則の一つになってはいるが、

現実にはすでに、f毛主席語録jと 同 様 、 ほとん ど顧みられなくなっ
ている。 しか し 、 部小平絶対化の今日 、 中聞社会内部に 「毛沢東
思想Jへのノス タ ルジーが生まれつつあり、文革初 期の人民英雄、
宮鋒に学ぶ運動が再び展開 されたり、 民衆の聞に毛沢東の写真や
毛沢 東讃歌が流行 するなど 、 「毛沢東思想jの復惜傾向がみられ
るので、 毛沢東生誕100 周年の1993年の動向が大いに注目 さ れよ
う。

2. 「大躍進J運動

「毛沢東思想jtこ基づく中国の急進的な社会主義建設運動は、
1958年夏に始まった 「大躍進j運動に象徴さ れ、 園内建設のため
の総路線 、 大躍進、 人民公祉の3 つの目標を掲げた三面紅旗のス
ロ ーガ ンで知られている。 人I出資本 、 すなわち労働力を大量に投

入 し さ え すれば、 生産力は飛蹴的に増大する、 という考えに基づ
いて迎動が展開 さ れ、「大いに意気込み、1jf；・に高い目標を掲げ、
より多く 、 より早く、 より良く、 より経済的に社会主義の建設を
進めるJという「社会主義建設の総路線Jが提唱 さ れた。 この運
動によって中国の全農村が人民公社に組織化 さ れ、 生産の目標は
限りなく高く設定 さ れた。 し か し 現実を無視 した運動の結果は、
段村部の疲弊ぶりをみれば明らかであった。 この 「大躍進j運動
の悲劇的な結末は、 59年 8月の中国共産党 8 期八中全会 、 いわゆ
る廠山会議での彰徳懐国防相らによる毛沢 東 批判、 そ して毛沢東
の国家主席辞任につながってゆき、 中国共産党内部の路線闘争を

激化 させるとともに、 文化大革命による毛沢東の政治的復笹への
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思火線になった。

3. 文化大革命

1965年秋から10年間にわたって繰り広げられた熱狂的な大衆的
政治運動は、 毛沢東主席自ら発動 したものであり、 中国では「無
産階級（プロレタリア）文化大革命J といわれた。 文化大革命は、
「造反有理J（謀反には道理がある ） をロ今にl叫 んだ紅衛兵運動

に始まり、室主真、 劉少奇、 ml小平ら中国共産党iil向指m.者の相次
ぐ失！肉l、 毛沢東絶対化という一連の大変動によって、 中国社会は
激 し く引き裂かれ、 現代中国の政治・社会に大きな禍恨を践 し 、
やがて挫折 した。 文革は、 一般に62年9 月 の中国共産党第 8即j十
中全会における毛沢東の「絶対に階級と階級闘争を忘れてはなら

ないJ との指示から 出 発 し たと さ れている。 そ し て、「資本主義
の道を歩む、 党内に潜む一極りの実権派J を打ち倒すことが命題
であった。 69年の中国共産党九全大会 （第 9 回党大会 ）では、 林
彪が党副主席に選出 さ れ、党規約で毛沢 東の後継者に定められた。
文革は林彪国防相が指燃する人民解放軍の介入によって初めて、
事I）少奇や郵小平らの実権派に勝利することができたのである。 し
か し 、 その林彪が墜落死 したという71年9月の林彪事件は、 文革
がはらむ深刻な矛盾の逆説的な証明でもあった。 一方、 機々な局
面で毛沢東家父長体制絶対化への抵抗も生 じた。 労働者・市民が
反抗 した杭州事件（75 年）や周恩 来総理の死を悼むかたちでの天
安門事件 （第一次、 76年）は、 毛体制への大衆の反逆にほかなら
ない。 毛沢東側近の王洪文、 張春橋、 江l�f、 桃 文元ら四 人組も76

年1 0 月 の北京政変によって打倒 さ れ 、 華国鋒体制に取って代わら
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れた。 北京政変は「四人組J らの文革左派 と 華国 鋒らの文革右派
と の権力争いであったが、 やがて78年12月の三中全会で郵小平の
リーダーシップが固まり、 非毛沢東化が始まった。 共産党内部の
権力闘争 と 、 その大衆運動レベルでの展開 と いう二重の性絡が文
革にはあっただけに悲劇は肱大した。 文革中の宥．権闘争や武闘で
は、 約2, 000万もの死者が出た と さ れている。

4. 林彪事件

文革時代、人民解放軍指導者 と して一貫して毛沢東を支えた林
彪・中国共産党副主席兼国防相が197 1年 9月、 毛主席暗殺計画を
企てたが成功せず、 逃亡途中にそ ン コ ’ルで墜落死した と し 、う衝態
的な呉変であるが、 その其相は依然、 と して明らかではない。林彪
は69年4月の中国共産党九全大会で、 毛沢東主席の後継者に指名
さ れ、 その こ と が党規約にも明記さ れていた。 しかるに、「71年

3月、 林彪は f ＜五七一工程〉紀要jを作成。 9月8目、 反 革 命
武装クーデ タ ーを起 こして偉大な指導者毛主席を謀殺し、別に中
央を作 ろ う と する と ころまで突っ走ったのである。 陰謀が失敗に
終わった 9月13 日 、 彼はひそかに飛行機に乗って、ソ連修正主義
に身を投じ、党を裏切り、 固に背き、 モ ンゴルのウンデルハ ン で
墜死したj一一73年夏、 中 国 共産党十全大会 （第10回党大会）
で周恩来首相は、 林彪事件について このように報告している。 こ
の事件には、現在でも多くの謎が残 さ れているが、事件の基本的

性絡は、 文革j聞における軍指導者 と 党・行政官僚同土の対 立 と と
らえる こ と ができょう。中国では林彪は反革命の裏切り者 と さ れ

てきたが、 91年7月、 楊尚昆・国家主席が国共内戦時の林彪の功
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ゐ’｛再評価の発言を行い、映画でも再評価の場面が出現した。

5. 「四人組J

毛沢東側近 と して文化大革 命を妓吹した中核メ ン パーでいずれ
も中国共産党中央政治局のメ ン パーだった王洪文、 張在橋、 江背
（ 毛 沢 東夫 人）、 桃文元の 4 人は、「 四 人n?J すなわちGang of 

Fourだ と 非 難 さ れるこ と と なった。 1976年 9月 9目、 毛 沢 東が

死去する と 、「四 人組Jは毛沢東の「既定方針通りZ与を運ぶ」 と
いう「j立訓Uを振りか ざし、 自分たちへの権力の移行を主張。 し
かし同年10月 7目、 筆国 鋒らによって「四人組J 全員が逮捕 さ れ
る と いう北京政変が起こ った。 実態は「四 人組」、 つまり文革左
派 と 、 奪回鋒、 在東興 と いった文革右派 と の毛沢 東後継権力をめ
ぐる党内闘争であった。 奪回鋒 自身、「あなたがやれば、 私は安
心だ」 と の毛沢東「遺訓リを掲げて権力継承の正統性を示したも
のの、非毛沢東化への歴史的潮流の中で次第に実権を奪われ、78
年末には郡小平時代が閉幕する。 80年1l月、「四 人組Jに対する
裁判が始まり、 党や国家の指現者に対する迫害な どを理由に、 翌
81年l月25 日 、 江菅・、 張春橋に死刑J ( 2 年の執行猶予付・き）、 王
洪文に無 期懲役、 挑文元に懲役2 0年 と L、う判決が下った。 その後
も、「四 人組J は獄にあり、 死刑は未執行であったが、 江背は病
気 （ 咽喉ガン）のため保釈中の91年5月14 日 、 北京市内で自殺、
92年 8月には、1973年の中国共産党第1 0回大会当時、若きリーダー

と して楓爽 と 党副主席になった王洪文も北京で病死した。
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6. 天安門事件（第一次）

宅沢東体制末期の19761下4月に舌択点.＇�·ι！の絶対化やじ沢東家
父jミ体制に抵抗して 起 こった大衆反乱 て’あった。1976年 1月 、 問

恩来首相が死去する と 、 その直後から中国当局は、 資本主義の）LI
を歩む突権派を指す「走資派」批判を全国的に展開する と と もに、
中国民衆から諒われていた問思来 首相を悼もう と もしなかった。
4月4臼、 故人をしのぶ消明節に北京では多くの市民が天安門広
場の周 首相ゆかりの人民英雄記念碑に花輪をささげて 、 こうした
中国当局に抗議の意志を表示した。しかし公安当局が これらの花
輪や プラカ ードの撤去を断行したため 、 翌5 日 の市民の反乱を呼
び起こし、 建物や 自動車に火を欣つ騒 ぎ と なった。 プラ カ ードに

は江背 （毛沢東夫 人）や挑文元らを批判する詩なども古かれて お
り 、 毛沢東体制への反逆を意味する こ と は 明白だった。中国当局
は反革命事件 と して これを弾圧すると と もに、 党副主席. /iill首相
であった郡小平は 、 事件の首謀者 と されて失脚した。しかし 、 そ
の後中国では、 同年9月の毛沢東の死 、 10月の「四人組」述捕 と 、
局面は大きく変化して ゆき、 78年11月には、 天安門事件は 「革命
的行動」であった と 全く逆の評価が与えられる こ と になった。

1g8 

1. 「四つの現代化」

�lG命中 lhJ 

出柴・工業・国防・科学技術の4 分野において現代化を図って
いく と し 、う中国の当面の国家目傑を指す。1975年 1月の全人代第
4 J明第I回会議における周恩来首相の政府活動報告の中で初めて
公にされた。しかし 、 この 「四 つの現代化J は当初、 非毛沢東化
のための政治戦略 と し て 用いられ、 したがって 「四 人組Jら文革
派の反発を買ったが、 その後、 郷小平体制lの確立 と と もに 、 徐 々
に定着し 、 78年12月の中国共産党l lJ山三中全会では 、 国家目標 と

しての地位を得るに至った。具体的には「四 つの現代化jによっ
て 今世紀末までに所得を4倍増 と し 、 一人当たりのGNP （国民
総生産）を1,000 米ドル前後に高めるこ と が目標にされた。しかし、
依然 と し て 達成されない産業構造の転換や人口増加のため 、 目標
の突現は極めて困難である。特に89年6月の六・四 天安門事件に
みられた中国政治の前近代的体質は、「四 つの現代化J の将来を
大きく制約している と いえよう。 この と ころ中国で唱えられて い
る改革・開放は、 「四 つの現代化Jのための政策だ と いってよし、。

2. 経済特区

中国では改革 と 開放の政策に沿って 、 1979年7月より、 深りll、

珠海 、 仙頭 （ 以上、 広東省）、 ！亙「9 （福建省） の4 都市を経済特

199 



国第6章中

意
来の人民公社消滅の過程で、公社が「郷J に、生産大隊が「鎮J区（経済特別区） に指定した（当初はf輸出特別区Jと呼ばれた）。

にと、ほぼ 自然村の行政単位に戻った時から郷鎮企業と呼ばれる

ようになった。 農村の潜在的失業人口を吸収し、都市への農民流

出 （盲流） を避けるためにも、郷鎮企業は中国経済には不可欠の

存在であり、失脚した越紫陽前総書記は、社会主義の初級段階に

おける役割を高く評価していた。しかし その後の引き締め政策や

1: 

.J 

これらの経済特区では、外国から資本や技術を導入し、中国側が

労働力、土地、建物を提供して設立される合弁企業を積極的に誘

致するために、輸出入関税の免除、所得税の3年間据え置きなど

の優遇措置が講じられている。また100パーセント外資の企業も

認可されている。 要するに外資獲得のための拠点であるが、中国

側は、経済特区で生産された製品を外国に輸出するとL、ぅ“水際 郷鎖企業の水ぶくれ現象によって、89年には約20万もの郷鎮企業

が閉鎖されたが、最近では再び郷鎮企業の役割が見直され始め、作戦”をとっている ので、中国市場へ参入して販路を鉱大しよう

郷鎮企業訓練センターなども省・県レベルで作られて、約 1億人とする外国企業とのトラブルも多発するなど、問題も多い。中国

が従事しているとされる。

4. 沿海地区経済発展戦略

最大の経済特区で香港に隣接する深J:Jllは、人口 も急増し （隣接の

宝安県を含めると約120万）、高層ビルが林立して中国の対外開放

基地となり、広東省から華 南全 域に経済的影響を与えている。半

面、完全に香港ドルの支配下に入っていて、いわゆる「精神汚染」
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1987年10～11月の中国共産党第13回大会で、越紫陽総書記（当

時） が その輪郭を提示し、88年 2 月の党中央政治局第 4 回全体会も著しL、。88年4 月には海南島が省に昇格するとともに、5 つ目

議で承認された対外開放政策の基本構想は、沿海地区発展戦略との経済特区になった。最高実力者の郵小平は92年 1～2 月に深刷、

珠海の雨経済特区を視察し、 その成功を改革・開放のモデルとし 呼ばれた。「経済特区一沿岸開放都市ー沿海経済開放区一内陸

部jとし、ぅ開放順序と枠組みの中では、特に経済特区、開放都市

E－a－EE－－

 

て大いにたたえて、改革・開放に抵抗する保守派への巻き返しを

の発展を重視した「外向型経済jを重点的に発展させようとした

ものであった。具体的には4 つの経済特別区 （当時）、14 の沿岸

開放都市の経済開放をさらに推進し、とりわけアジアNIES （新

興工業経済地域） の活力ある経済とリンクした経済発展を志向し中国農村の小規模企業としての郷鎮企業は、当面の中国の経済

ょうとした。88年 1 月以来、「国際大循環J経済構想によって、成長に寄与するものとして注目されている。 その大半は工業及び

より具体化されるはずであったが、インフレ、物価高、不正経済手工業分野であるが、各種養殖業、交通運輸業、建築業なども含

行為の鉱大などによって李鵬首相らの原則派の指導者が批判し始

めたため、88年9 月の中国共産党13期三中全会で超紫陽 自身もこ
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図った。

3.郷鎮企業

み、今日の改革・開放体制下での中国社会末端の企業単位として

重要視されている。従来の人民公社の「社隊企業jが、1984年以
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の経済戦略に言及する ことをしなかった。そして、 強使な経済引
き締めを決定した89年 3 -4 月 の第 7 J朋全国人民代表大会第 3 回
会議の李鵬首相報告からは、 全く影をひそめてしまった。同年6
月の天安門事件（第二次）によ る組事常陽失脚の今 日 、 沿海地区経
済発展戦略という用語は使われな く なったが、 部小平主部の改
革・開放は、 突際には組紫陽の政策と同様であり、 中国経済の実
態は、 この戦略に沿って動いてい る といえよう。

5. 「和平演変J

1989年後半からの東欧社会主義諸国の刷機、 91年夏以降のソ連
邦解体とし、う脱社会主義の歴史的潮流に抗してい る 中国では、「和
平演変J、 すなわち 「社会主義権力が内部から変質し平和的に政

権が転覆する ことJを、i'ili:大m�に符戒してい る。とりわけ西側諸

国は中国内部の民主化要求と連動して、 中国の社会主義政権を内
部から切り崩そうとしてい る 、 とL 、う認識に立ち、 いわゆ る 改革
派、 保守派を問 わず、「和平前変Jへの危機感を深めてい る。そ
して 「和平出変Jへのこうした持戒は、f人民 日 報jなども繰り
返し唱えてきてい る。

また「硝煙なき戦い一一和平椀変と対策J (91年）と題す る 中
国の内部文献は次のように表現していた。「西側の独占資本階級
は、［共産主義の滅亡を加速す るjため、 持久的な『硝煙なき戦L 、j
を起こす方針を固めていた。（中略） r和平椀変jとは、 広範には
非暴力手段により敵対政党を変質さ せ る ことであり、 狭義には帝
国主義勢力、 西側フ・ルジョア階級が社会主義国家制度の転留をは

か る戦略であ る J「和平出変の手段は多岐にわた る。（中略）貿易、
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技術移転を通じ浸透がはかられ る ほか、人的往来や宗教活動によ
り為政者と民衆の離反工作も行われ る 。（中略）〈米国〉は中国の
開欣路線につけ入り、 ドルと技術で中国国内の反対勢力を英うこ
とにやっきとなってきたところ、 ク レ ムリンの f新思考j外交と
し、う予想外の収艇に遭遇したのだ。（中略）和平前変論 〈の 目 的
と す る ところ〉は、 生産手段の夜、有化、 市場経済、 復数政党制の
帯入であ る 」。

ここにみられ る ように、 反「和平出変Jこそ、 当 面の中国政治
を貫くキーワードだとし、えよう。

7. 台湾と香港

1. 中国国民党

中国共産党との国共内戦ののち中国革命の勝利によって中務人
民共和闘が1949年10月に成立したために、 台湾に逃避した中務民
国の指邸政党は、 孫文の三民主主義を綱領とし、 その 後 、 台問、で
の統治に突制を上げ、 「 自 由 ・民主・均官JとL 、う “現代の三民
主義” をl��携して台湾の経済的・社会的発展を担ってい る 。 孫文
らが1894年に結成した興中会を起源とし、 その後、 中国革命同組
会 （1905年）、 国民党（1 2年）、 中華革命党（14年）と変遷、 19年に
中国国民党として新発足した。24年の第I i大国共合作、 26年の北

伐開始を経て、 28年に中国全土を統治 す る こととなり、 36年の第

2 次国共合作を行って抗日戦争に勝利したが、 戦後の国共内戦に
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敗れ、 台北に遷都した。台湾て’はi降介石独裁体制、 勝経国慌威主

義体制を経て、 今日の李登榔民主体制へと政治発展を遂げ、 民主

化と窓政改革によって従来の中国国民党のイメージを一新させ

た。88年1 月に勝経国総統が死去すると、 台湾人（本省人）出身

の李畳間副総統が総統に昇給し、 同年7 月には中国国民党第 13回

大会が1mかれて、 李総統を国民党主席に選出した。国民党中央常

務委員には事11腕女史 （中央銀行副総般、 現行政院経済辿設委員会

主任委員）、 宋楚漁 （党中央委副絡部長、 現国民党絶自民）、 銭復

（北米IJ：＼＇.務協調委員会駐米代表、現行政院外交部長）らの若手改
革派が多数登用され、 しかも本省人と外省人の比率も16名対15名
に逆転するなど、開明 派のリーダー李登師総統の指部下の新生国
民党への意欲がうかがわれた。しかし、 こうした台湾本省人の優
位による国民党の台湾化に対し、 郭柏村・行政院長ら外省人によ
る抵抗もなお統L、ている。

2. 民進党（民主進歩党 ）

国民党一党独裁体制下の台湾に生まれた、 本省人（台湾人）を
主体とする野党。 1986年11月の第I回全国党員大会で、 規約、 綱
領、行動綱領などを採択して結成された。反国民党を党是として、
自由と基本的人権の原理を掲げている。 特に、89年12月の立法院
台湾省議会などの合同選挙では、 平均30パーセント前後の得票率
を得て蹴進した。88年10月以来、穏健派 （美鹿島派）の黄信介が
主席となっているが、 桃嘉文らの急進独立派 （新潮流派）との党
内対立を抱えている。 台湾出身の李登輝・中国国民党主席 （台湾

総統）の率いる国民党の民主化への脱皮もあって、 91年12月の国
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民大会代表の選挙では「台湾独立Jを掲げたが国民党に大きく敗
北した。しかし翌92年12月の愈政改革後初めての立法院（国会）
選挙では「一つの中園、 一つの台湾」のスローガンを掲げて躍進
し （得紫率36パーセント）、 台湾の政治に及ぼす影響は無視でき
なくなっている。

3. 台湾海峡両岸関係

中固と台湾との関係を律する政策としては、 中国側が台湾との
通信・通航 （航空機などによる人員の往来）・通商の三通政策を
呼びかけているのに対し、 台湾側は、 中国共産党政権下の中国と
は接触せず・交渉せず・妥協せず、 の三不政策を掲げている。 中
国は従＊の「台湾解放Jの政策を「台湾との平和的統一J tこ切り
替え、 香港に適用しようとした「一国両制J（一国家ニ制度）を
呼びかけているが、 台湾側は三不政策によってそれを拒否してい
る。 しかしこれはあくまでも原則であって、 経済的・社会的に大
陸中国に比して著しい発展を遂げている台湾側は、 極めて柔軟に
対応しつつあり、 むしろ積極的に大陸との交流を開始している。
1987年7 月に、 中国の「台湾解放Jに備えて38年間も続いていた
戒厳令を解除した台湾当局は、 同年11月以来、 台湾住民の大陸へ
の親狭訪問（探親）を許可、すでに約300万人が大陸を訪れている。
中台間の貿易も、 香港などを通じる間接貿易を中心にして、 年間
約70数億ドル （1992年末現在）に達し、大陸への台湾資本の投資
も急増している。さらに89年4 月には公務員や報道関係者の大陸
訪問 も解禁し、 台湾での国際会議への中国代表の出席、中国共産

党員であった者でもその旨を申告すれば訪台できるなど、次々に

205 



交流への窓が開かれつつある。 同年6 月10日からは、 大陸との電

話、 電報、 テレックス、 ファクス、 郵便が全面的に解禁され、 時

あたかも北京の六・四天安門事件の直後であったこともあり、 解

禁と同時に通話申し込みが殺到、 その後も大量の通信が日々、 交

わされている。 李登輝総統は、 89年 6月下旬の「アジア・オープ

ン・フォーラムj第 1 回台北会議で、「台湾経験」の大陸 への波

及こそ必要だと語り、 よりいっそう弾力的に大陸との交流を進め

る方針を明らかにした。 中国側も台湾からの投資とともに、 積極

的に受け 入れようとしていて、 台湾海峡両岸の交流は極めて活発

になってきているo こうした中で台湾側は90年11月に行政院大陸

委員会を設立して、大陸との関係を監督・調整することになった。

民間レベルでは海峡交流基金会 （理事長・事振甫） をやはり同年

11月に発足させて、 中国側が91年12月に設立した海峡両岸関係協

会 （理事長・証道緬） との交流をはかっている。 さらに台湾側は

92年7月に「両岸人 民関係条例J を立法院で可決し、 中台交流に

法的根拠が与えられることになった。 一方、 こうした中台交流の

活発化は、 中国本土におけ る台湾の影響力の強化をもたらしつつ

あり、90年12月に北京で聞かれた全国対台湾工作会議で、楊尚昆・

対台湾工作指導小組組長（国家主席） は、「台湾崇拝思想jの克

服を打ち出して警戒している。

4. 弾性外交

台湾が近年積極的に推進して大きな成果を得ている、 新しい外

交戦略。 台湾は1970年代初頭以 来、 国際社会からの孤立を余儀な

くされてきたが、 こ の間、民間の国際関係のチャネルをフルに活
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用するとともに、 圏内の経済基盤を強化・改善して・、 奇跡的な経

済成長を基礎に、民主化と政治改革を徐々に進めてきた。 とりわ

け 88年秋以 来、唯一の合法政府としての台湾（中華民国） の承認、

中国との国交断絶などを条件にすることなく、場合によっては「中

華民国jの呼称にさえ必ずしもこ だわらずに、実質的な関係を強

化するという新しい外交方針を実行するようになった。

同時に、 大陸との交流が親族訪問 （探親） の形で解禁されるな

ど、 リベラルで開明的な新指導者・李登輝総統の下で、 極めて柔

軟な外交政策が展開されている。 89年3月、李登輝総統の就任後

初のシンガポール公式訪問の際、 シンガポール側は「中華民国総

統jの呼称を用いず「台湾から来た総統」（President from Taiwan) 

と紹介したが、李総統はこれを甘受する寛大さを示した。 同 年 5

月には、 アジア開発銀行年次総会に、 台湾の公式代表 （団長は財

政部長兼国民党中央常務委員の郭椀容女史）が初めて北京を訪れ、

好評を博した。 一連の「弾性外交Jの推進により、 89年にはパハ

マ、 リベリアなど4カ国と国交を樹立した。 また90年にはサウジ

アラビア、 インドネシア、 シンガポールが中固と国交を結ぶこと

となったが、 一方で、 ソ連崩壊後のバルト三国と領事機能を持つ

関係を確立し、 92年7月にはニ ジエールと国交を樹立するなど、

台湾側は「弾性外交jによって、実質的な関係を維持しようとし

ている。 こ のような柔軟な方針は、 92年 8 月に中国と国交を聞い

た韓国に対しでも貫かれており、 韓台断交にも台湾側は動じな

かった。

台湾経済の発展とともに、 世界各国との貿易は鉱大の一途をた

どっており、 モスクワ市長やフランスの閣僚らの訪台も相次いで
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いる。91年11月にソウルで聞かれたアジア・太平洋経済協力閣僚
会議（APEC）では、 中国・香港とともに同会議への正式加盟が
認められた。弾性外交の展開は、 経済力に裏付けられた、 J住近の
自信の表れとみてよいだろう。

5. 香港ー返還問題とその前途

アヘン戦争以来、 1世紀半にわたって英国の植民地であった香
港は、 1984年9月に合意された英中協定（本調印は同年12月）に
よって、 1997年7月 1 日以降、 南京条約（1842年）で割訴された
香港島、 北京条約（1860年）で割訴された九屯半島市街地、1898
年の香港境界拡張専約で99年 間の租借地となった新界、の香港3
地域すべてが中国に返還され、 中国の特別行政区「中国香港j

(Hong Kong China） として、 以後50年間、 香港の現状が維持
されることになった。しかし、 約600万香港住民の不安が絶えな
い中で、 来たるべき特別行政区の “憲法”ともいえる香港基本法

(1990年4月に中国の全国人民代表大会で決定）をめぐり、香港
住民．代表を含む同基本法の審議が行われつつあった矢先の89年6

月、 北京で六・ 四天安門事件が起こり、 中国の学生・市民の民主
化運動に連帯して立ち上がっていた香港の中国人に大きな衝悠を

与えた。香港市民は「今天北京、 明天香港J （今日の北京は明日
の香港） と考えて動揺したのであった。97年までに、 香港の繁栄
を支えてきた中 間管理者層、 テクノクラート、 知識人ら約100万

人が海外脱出を希望しているといわれ、 さらに、 大英帝国公民の
旅券を保持する約325万の住民が、 英国への移住を希望して英国

政府に折衝、 英側の不認可に強く抗議していた。英国は25万香港
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住民の移住は認めている。天安門事件とこの事件による組紫陽失
脚の余波で、 香港における中国当局の総代理人といわれた許家
屯. i日新華社香港分社長が90年5月、 米国へ実質的に亡命したこ
と、 同年12月には香港の事実上の中央銀行である香港上海銀行が
本拠をロンドンに移したことなども、 香港の中国人社会に影響を
与えた。 こうした中で、 97年7月 1 日以降にも及ぶ香港新空港建
設計画について、 難航していた英中交渉が91年7月にようやく合
意に達し、 香港の将来への一つの明 るい材料になった。しかし同
年 9月、 香港立法評議会初の直接選挙で、 香港民主同盟を中心と
する民主派が圧勝したことは、 中国当局をいら立たせている。そ
んな折、 “最後の総 督”になると思われる第28代総 督のクリスト
フ7一・パッテン英保守党前幹事長が、 92年7月に着任し、同年
10月、 立法評議会の選挙方式を大幅に変更して、 香港住民の民意
を反映する民主化措置を提案した。中国側は、 これに激しく反発
しており、 1997年を目前にした香港の前途には、 まだ風技の起き

る可能性が高L、。

ヨ

8. 国際関係

1. 米中関係

アヘン戦争直後の1844年に結ばれた、米中聞の「望度条約J以
来の歴史を有する米中関係は、19世紀末のジョン・へイ国務長官

による門戸開放政策にみられるように、 歴史的に他の西欧列強や
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日本と中国とのそれとは異なる、 親和的な国際関係であった。 し
か し 、 第 二次大戦後の国共内戦や朝鮮戦争 、 台湾海峡危機、 ベ ト
ナ ム 戦争を経て、米中関係は ア ジ ア の冷戦の最前線となった。 そ
れだけに1971年7月の ニ ク ソ ン、 キ ッ シ ン ジ ャ ー らによる米中接
近は、 ド ラ マ チ ッ ク であ り 、 rliit主的であった。72年 2月の ニ ク ソ
ン米大統領訪中による米中上海 コ ミ ュ ユ ケ では新 しい米中関係の
枠組みが回まり、 米中冷戦には終止符が打たれた。さ らに79年 1

月には米中に国交が樹立され、同時に米台聞は断交と なった。し
かし米議会や 世論の強い要請か ら、79年 3 丹 、 台湾関係法が議会
の圧倒的多数で可決され、 米国は台湾への武器輸出を含む実質的

な外交関係を継続 している。70年代末か らの米 ソ 新冷戦の激化と
ともに、米国は中国を対ソ対抗力と して軍事的にも育成しようと
する 、 いわゆるチ ャ イ ナ・ カ ード政策をとり、米中軍事協 力が ク
ロ ー ズ ア ッ プされたが、 そのような 政策は89年春の 中 ソ 和解に
よって 効 力 を失って し まった。しかも米 中 間には人権問 題 や チ
ベ ッ ト 問 題 な どに関 し て し ばしば違和が生 じ 、 89年6月の天安門
事件以降、米側は対中国制裁措18:の一環として米中軍事協力を拒
否、 中国当局の民主化・人権抑圧を強 く 非難した。こう した中で

起こった中国の反体制物理学者、 方励之夫妻の在中国米国大使館
での保護問 題は、90年6月下 旬 、 夫妻の英国への出国によって一
応、結着 した。しかし、米国の初代中国連絡事務所長を務めた ブ ッ
シ ュ 前米大統領は米中関係の改善を図ろうと していたにもかかわ
らず、米議会や世論の強レ 中国不信に制約された。それは90年 7

月にようや く 条件付きで可決された、 対 中国最恵国待遇延長法案
の審議にも反映していた。92年 9 月、 ブ ッ シ ュ は F 16戦闘機150
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機を台湾に売却すると発表 、 米中関係に大きな波紋を投 じた。中
国側は ソ 連崩 駿後の世界における米国の「単独制権j を野戒し始
めており、 一方、 93年 1月に発足 し た ク リ ン ト ン政権は、米議会
とともに中国の人権抑圧に厳 しい姿勢をみせているので、 中国当
局の現在の姿勢に変化がない限り、 米 中関係の大きな 好転は当分
望め ないとはいえ、 中国は92年の対米貿易で180億米ドルもの貿
易黒字を稼いでおり、 アメリ カ も中国市場を狙っているの で 、 米
中関 係の決定的 な 破局には至ら ないであろう。

2. 中 ソ （露） 関係

中 ソ 関係は、1960年代初頭以来、 激しく対立してきたが、 毛沢
東の死に伴う非毛沢東化によって徐 々 に改善が進んできた。そう
し た 中 で、 1989年5月15日か ら18日まで、 30年ぶりに北京で開催
された、 ゴ ル バ チ ョ フ ・部小平会談を中心とする一連の首脳会談
は特に注目された。コ’ ル パ チ ョ フ由記長 （ 当時）の訪中は、民主
化と政治改革を求めて運動を展開中の中国の学生・市民の大きな
刺激を与え、 彼 ら の「歓迎」によって同書記長は天安門広場に足
を踏み 入れることもできないとし、う 、 皮 肉 な 結果も生んだ。両国

は経済再建や民主化問 題、 民族問 題 な ど多くの共通 した圏内問 題
を抱えており、 そのためにも和解が必要だったといえよう。 会談

の結果、両国間には 様 々 な合意がみ られ、 大きな成果をあげた。
第一に、 党と国家の双方の レ ベ ル で過去の対立を清算 し 完 全 な 正
常化を図ることを確認した。第二に、 両国の協力関係の強化が合
意された。たとえば経済の分野では、紙・パル プ な どの合弁企業

の発展や新 シ ル ク ロ ード開発計画の鉱充がある。特に後者は中国
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国共産党トップと しては34年ぶりに訪ソ し、 懸案の中ソ東部国境の内陸開発の ための 「大西北計画jと してソ連の援助で進められ

協定に調印す るなど、 中ソ両国の 関係改善はさらに促進される こ

とになった。 し か し 、 同年夏の「ソ連政変j 及び同年末の ソ連邦jhc、d －－T

てきた も ので、 新中ソ鉄道を中心に、 中ソ国境地帯を新たな経済

固として発展さ せようとす る も の であ る 。 さらに黒竜江省などを

中心とする 中国東北部の開発協力、 ま た両国間の貿易について も 解体によって、 中国は 「中国の ソ連・東欧化jを強く警戒 してお

り、 中国と旧 ソ連諸国との 関係に世界の注目が集 ま っていたが、

92年12月には、 エリツ イ ン・ロシア大統領が訪中 し 、 中露関係が

一応軌道に乗った も のの、 そ のことが大きな国際的影響力を も は

境河川航路は90年7月に開設さ れた。 第三に、 両国が直面 してい

る 社会主義その も の の改革について、 互いの経験を話 し合った。

この会談によ る 中ソ関係改善の国際的な影響 も 大きかった。 ソ連 や も たなくなって し ま った。

3. 日 中関係
は中ソ首脳会談の閉幕に合わせて、 以 後 1 両年のうちに、 モンゴ

1972年 9 月に国交が樹立された日中関係は、 78年8月には懸案

の日中平和友好条約が締結 さ れ、 日中間の緊密な友好関係がいっ

ルに駐留 してい る 5 万数千名 の ソ連軍のほぼ 全面的な撤兵を決め

ており、 中議関係 も 一挙に改善され る こととなった。 さらにこの

会談が88年以 来、 着実に進捗 してきた米ソの緊張緩和としづ 歴 史

そう強化された。 し か し 、 日中両国の社会的・経済的格差や、 日

中戦争とL、う不幸な過去を引きす．って今日に至っており、 両国間

には し ば し ば深刻な摩擦 も 生 じてい る 。 82年夏の教科書問題、 73

年夏の「東京裁判J問題、85年夏の靖国神社問題や86年秋の 「藤

尾文相発言Jなどがそれであ る 。 さ らに京都の中国人 留学生寮「光

華 寮jの所有権をめ ぐ る 中台聞 の 係争に基づく 光 華 寮問題 （大阪

ていた90年ま での極東兵力20万削減の中身について明らかにし、

12個師団の地上軍と11飛行連隊、 及び16隻の太平洋艦隊を含む船

舶の 削減に至 る 12万人削減を具体的に示 した。 ま さに 「世紀のサ

ミ ッ け だったこの中ソ首脳会談は、 西側を含め世界の将来に大

高裁が78年 2 月、 同 寮の所有権を台湾側に認めたために問題化 しきな影響を及ぼす も のとなった。 し か し 会談直後に民主化弾圧の

た） も 発生 し た。 日中関係には、88年夏の竹下首相訪中時に結ば
乞置Fl 

六・四天安門事件としろ 暴挙が中国で起こったことは、 中ソ両国

れた第三次円借款 （総額8,100億円） 問題 も あった。 第三次円 借の改革姿勢の違いをみせつけ る こととなり、 ソ連側のジレンマ も

款は89年 6 月の天安門事件に対する 西側諸国の対中国制裁の一 環大きく、中ソ関係は当 面、足踏み状態を余儀なくされ る こととなっ

と して凍結されてきたが、 90年7月の ヒ ュ ーストン・・サ ミ ットを、
‘彊；

た。 ゴルバチ ョ フ訪中の答礼と して90年 4 月末に実現し た李鵬首

経て、 日本側は凍結解除に踏み切り、 同 年秋から徐々に実行され
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積極的に取り組む方針が表明さ れ、 ハル ピンを起点とす る 中ソ国

的な潮流の中で行われた も のである こと も 忘れる わけにはゆかな

い。 ゴルバチ ョ フは北京での演説で、 すでに89年 1 月に公表 さ れ

る こととなった。 91年8月中旬には海部首相が訪中 し、 翌92年 4

相訪ソによる 中ソ首脳会談にも 、 このような中ソ聞の 食い違いが

反映 していたが、 91年 5 月には江沢民・中国共産党総書記が、 中
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月 には江沢民総書記が、日中国交20周年記念の一環 と し て来日 し
た。 対中国経済援助や日本の国際貢献のあり方をめ ぐり、 両国の
聞では認識の微妙な違い も 目 立ったが、 宮沢 内閣は中国か ら 再三
要請のあった天皇訪中を92年 8 月 に決定 し 、 同年駄にそれが実現
す る こ と と なった。天皇訪中は、天皇・皇后両陛下の ご努力 も あっ
て 成功 裏 に終わり、 いわゆ る 「お言葉」 も 注 目 さ れたが、「我が
国が中国 国民に対 し 多大の苦難を与 え た」 と L 、う表現にみ ら れ る
よ うに、対象を中華人民共和国に限定せず、中華民国・台湾の人 々
への配l芭 も 含まれていたこ と が、 きわめ て 印 象 深かった。

将来への展望
』：· ちr量

: �；，：：）） 
守�：�:i“ニヨペh

と ころで、中華人民共和国の命脈は、いつまで続 く のだ ろうか。
今日の よ う に歴史的な脱社会主義の潮流が加速化 し つ つ あ る 中
で、 社会主義革命 国家 と し て の中国が21世紀まで現在の体制を維
持す る こ と がはた し て可能だ ろうか。 社会主義国 と し ての中華人
民共和国が豊かな社会的・経済的な果実を残 し て きたのな ら と も
か く 、 決 し て そうではなかっただ け に、 中国の国家的将来につい
ての十分な保証はあり得ない。

中国では、 革 命40周年の1989年に六・四天安門事件が起こり、

すでに深刻な体制危機を体験 し て い る 。 革 命50周年、 つまり建国
後半世紀は今世紀末の1999年であるが、中華人民共和国の命脈は、
ひ ょ っ と す る と それまでに尽きて しまうか も しれなし 、。 あ る いは
タ テ マ エ と し て 国 名 だ けはそのまま残っ て い る と し て も 、 社会主
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義革命国家 と し ての中国では既にな く なっている可能性 も 大き L 、
よ うに思われ る 。 最近の中国の様 々 な動きは、 この よ うな展望を
促 し て い る 。

天安門事件以後 も 、 いわ ゆ る 改革・開放の路線をめ ぐ っ て 深 刻
な党内闘争の絶 えなかった中国では、 1992年私、 中国共産党第14
回大会が聞かれた。 今 日 の中国を依然、 と し て リ ード し て い る 革 命
第一世代の 多 く の指導者 に と っては、 お そ ら く最後の機会だった
と 思われ る 今 次党大会は、「社会主義市場経済J と いう テ ー ゼを
提起 し て 注 目 さ れたが、 当 面の中国の政治的・社会的現実を反映
し て きわめて矛盾の大きい も のであり、 ポスト郵小平時代の中国
を展望 す る うえで様 々 な手掛かりを与えてくれ る 。

今回の党大会は、 中国がL 、 よ い よ 本格的なポスト郵小平時代へ
の移行期 に さ しかか っ てい る こ と を し め し、 部小平色をかなり強

めはしたが、 党は江沢民、 国務院は李鵬 と いう当 面の指導体制を
転換す る こ と は出来なかった。 つまり、「六・ 四 Jに よ っ て 生ま

れた “天安門体制” は基本的には変わって はいなレのであり 、 そ
の枠内での改革・開放の推進で しかないのであ る 。 したがって中
国社会の民主化 と 古い政治体質の打破を求 めた天安門事件は今回
も 「反革命動乱Jだ と さ れたまま、 越紫陽の復 活 も 許 さ れなかっ
た。 こう した限界状況の中で、 経済は 自由化、 政治は統制 と いう
矛 盾 し た 路 線が今後 も 貫徹 さ れ得 る のかどうかは、 ひ と えに改

革・開放が成功する かどうかにかかって おり、まだ結論は出て L 、

ない。
そう した状況の中で、 ポスト郵小平時代に向けての最大の懸念

は、 中国政治にまた し て も 郵小平礼讃 と L 、う個人崇拝傾向がきわ
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めて 濃厚になってい る こ と であ る 。今次大会では「部小平理論J
と か「郷小平同志は偉大な総設計師J と いった言葉が目立ち、 深
り｜｜な どの経済特区には毛沢東時代の と き の よ うな、 あ る いはそれ
以上に巨大な郵小平の 肖 像の看肢が最近出現 し て い る。この よ う
な現象は、 あ る 意味では、 ポスト郡小平時代にすべてを預け、 現
在は郵小平が君臨して い る か ら すべて部小平に責任を負わせ よ う
と いった形になっているこ と の よ うに思われ る 。

し 、ずれにせ よ 、 今回の党大会の主役そ し て ヒ ーロ ーは、 ま ぎ れ
もなく影の最高実力者・郵小平その人であった。それだけに郵小
平の将来については不安があ る の だが、 ここではさ し あたり、中

国では建国 後、それぞれの党大会の主役ない しは ヒ ーロ ー がこ と
ご と く失墜 し て い る と し づ 厳然、た る 事実を娠り返って おく こ と が

必要であろう。すなわち第1 3回大会（1987年）の組紫陽、 第 1 2回
大会（1982年）の胡輝邦、 第 11回大会（1977年）の華国鋒、 第10
回大会 ( 1973年）の王洪文、 第 9 回大会 ( 1969年）の林彪、 第 8
回大会（1956年）の劉少奇であ る 。

今日の中国では、 いわゆる 改革派も保守派も と もに社会主義の
内部的な変質 と し て の「和平演変Jを必死になって防止 し よ う と
し てい る 。「蘇東波Jと 呼ばれる ソ 連・東欧化の波は、当面の改革・
開放に よ っ て、 郵 小平や陳雲ら の革命第一世代の長老が影響力を
持っている 限り、 旧 ソ 連や東欧の混乱が反面教師にもなって取り
敢えずは食い止め ら れ る かも し れない。

し か し、「和平演変」を誘うもう一つの要因 と し て の 「南風J（香
港、台湾か らの影響） は、「社会主義市場経済Jが展開されれば
される ほど、中国をすっぽり と 覆い尽くすのではなかろうか。こ

216 

m u 市 ，，， 11� 

う し て 赤い大陸は、 沿岸地帯から 亥I）一 刻 と 白 くなってL、くであろ
う。 社会主義革命国家 と し ての中華人民共和国の命脈は、まさに
尽き ょ う と し て い る と いわ ざ る を得まい。
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